
【問い合わせ先】 町民課交通防災係  TEL 0155-54-6601

今、わたしたちにできる

災害への備え

が起きた時は、まずは身の安全の確保を！

とっさのときの
非常持ち出し品、
自宅備蓄品を備えよう

家庭で今一度、
防災について
話し合いをしよう

　まずは、避難するときにすぐに取り出せる場所に必

要最低限の非常持ち出し品を準備しましょう。あれも

これもと欲張りすぎは禁物です。

　家庭だけでなく、職場などに備えておくのも◎。取

り出しやすく、持ち運びやすいように軽くて丈夫なバッ

グなどにまとめておきましょう。

　また、自宅や避難所で避難生活を送るために最低限

必要な物も備蓄しておきましょう。

　災害時の被害を最小限にするためには日ごろの備えが

大切です。家族で非常時の避難場所、連絡方法や安否確

認の方法などについてよく話し合っておきましょう。

町職員が防災の基礎について説明する出前

講座を行っています。まだ自主防災組織を立

ち上げていない町内会や会社などでぜひご

利用ください。講座内容のご希望にも応じま

す。お気軽にお問い合わせください。

（町民課交通防災係  TEL 0155-54-6601）

昭和56年５月31日以前に建築された木造戸建

て住宅は無料で耐震診断を受けられます。地

震の発生は食い止められませんが、住宅の耐

震化によって被害を大幅に減らすことがで

きます。ぜひご相談ください。

（都市施設課建築係 TEL 0155-54-6623）

好評です! 防災出前講座

木造戸建て住宅無料耐震診断

http://kyouiku.bousai-hokkaido.jp/
wordpress/

防災教育の取組事例や全道各地で開催される

防災イベント、研修会などの防災教育情報が

発信されています。

ほっかいどうの防災教育

http://www.njwa.jp/hokkaido-sabou/

土砂災害による被害の防止・被害の軽減のた

めの情報を発表しています。

北海道土砂災害警戒情報

トップページの「防災情報」に町の総合防災情

報を掲載しています。「幕別町防災のしおり」

と３種類のハザードマップもPDFデータで見

ることができます。

幕別町ホームページ

http://www.town.makubetsu.lg.jp/

非常持ち出し品チェックリスト（例）

■食料品
□飲料水（1.5ℓ程度）
□携帯食（チョコレート、キャンディなど）
□非常食（乾パン、缶詰などそのまま食べられるもの）

■生活用品
□衣類・下着　□タオル　□安全ピン　□ポリ袋
□レジャーシート・ブルーシート　□防寒具
□ライター　□布ガムテープ　□鍋　

■医療品
□救急用品セット（消毒薬、絆創膏、包帯など）
□医療メモ　□常備薬　□持病薬

■その他
□連絡メモ　□身分証明書　□筆記用具　□現金
□マスク　□簡易トイレ　□ウェットティッシュ
□使い捨てカイロ　□手袋（作業用）　□くつ
□懐中電灯　□ラジオ　□予備電池（バッテリ）
□万能ナイフ類　□雨具（ポンチョ、カッパなど）

■赤ちゃんのいる家庭
□粉ミルク　□哺乳瓶　□おむつ

■高齢者のいる家庭
□介護用品　□入れ歯　□補聴器　□めがね

防災のしおり
P14～15

防災のしおり
P24

防災のしおりP５

防災のしおり
P４防災情報

地震

　平成26年５月に修正した「幕別町地域防災計画」に合わせ、平

成22年に全戸配布した「幕別町防災のしおり」も改定しました。

　洪水による被害を予測し、被害範囲を地図化した「洪水ハ

ザードマップ」に、「津波ハザードマップ」と「土砂災害危険箇

所マップ」を追加し、１枚の図面にまとめて巻末のポケットに

添付しました。

　また、公区別の緊急避難場所、避難所についても見直しを行

いました。新たに追加した場所もありますので、お住まいの公

区の避難場所等（防災のしおりP16～21）を必ずご確認ください。

　災害は突然襲ってきます。「幕別町防災のしおり」を活用す

るとともに大切に保管し、いざというときにすぐ避難できる

よう日ごろから準備をしておきましょう。

　揺れを感じたり、緊急地震速報を受信したときは、身の安全の確保を最優先

に行動しましょう。丈夫なテーブルの下など、物が「落ちてこない」「倒れてこ

ない」「移動してこない」空間に身を寄せ、揺れがおさまるまで様子を見ます。

による家の浸水に注意！
防災のしおりP８
洪水ハザードマップ

防災のしおり
P11、P13、P18～19

　人的被害の発生する危険性が高まっ

た状況で発令。

　避難行動要支援者(防災のしおりP13)

など避難をするのに時間を要する方や

その支援をする方は避難を始めてくだ

さい。その他の方も避難の準備を始めて

ください。

　人的被害の発生する危険性が非常に

高まった状況、あるいはすでに人的被

害が発生した状況で発令。

　まだ避難していない方はただちに指

定された避難所（防災のしおりP18～

19）に避難してください。間に合わない

時は、命を守る行動をとってください。

　災害時に、町から「避難準備情報」「避難勧告」「避難指示」を発令する場合があります。これらの違いを

あらかじめ理解しておくことが、自らの身を守ることにつながります。

12月に
町内全戸に

配布

洪水

危険を察知したら早めに避難を！

避難準備情報 避難勧告 避難指示危険度
強制力 低 危険度

強制力 中 危険度
強制力 高

　人的被害の発生する危険性が明ら

かに高まった状況で発令。

　通常の避難行動ができるすべての

方は指定された避難

場所（防災のしおり

P18～19）に避難を開

始してください。

　大雨による洪水（河川のはん濫）によって、市街地や家屋、畑が水で覆われる

ことを浸水といい、その深さを浸水深といいます。

　一般の家屋では、浸水深が50cm未満の場合は床下浸水、50cm以上になると床

上浸水する恐れがあり、３ｍ以上では２階も浸水する恐れがあるため、２階へ

の避難ができません。自宅は浸水するか、浸水深はどのくらいか、避難ルート

は浸水するかなどを洪水ハザードマップで確認しておきましょう。
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